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高等部専攻科について 

本校高等部、高等学校、聴覚支援学校高等部を卒業した人を対象に、就職を目指して職業的な学

習を行う「高等部専攻科」があります。社会に出て働くための実践的な態度を身に付け、職業的・

社会的自立を目指します。修学期間は２年間です。 

  専攻科には２つの科があり、その中でさらに２つのコースに分かれています。専門教科を基本と

し、「職業と人間」「家庭生活」等、社会生活・職業生活に直結した教養を身に付けるための科目を

設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
産業技術科木材工芸コース１年に在籍中の荒川太陽さんに、専攻科 
についてインタビューしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しんろだより  

卒業後の進路実績 

・トヨタ自動車（株） 
・アイシン精機（株） 
・秋田大賀クロージング 
・スズキ部品秋田 
・（株）コーセーオペレーショ

ンセンター 
・秋田信用金庫 
・横手市役所 
・ドン・キホーテ 
・ドリームカンパニーあゆみ 
・秋田県立大学    他 

～道～ 

産業技術科 
生活デザインコース 
 生活や職業に関する基礎的な知識・技術を
学び、生活全般をより豊かにする力を習得す
るためのコースです。 

木材工芸コース 
 「ものづくり」に関する学習を通して、生
産過程における基本的知識・技能を習得し、
職業人として積極的に取り組む実践的な態度
を身に付けるためのコースです。 
 
 

情報デザイン科 
印刷デザインコース 
 情報や印刷に関する学習を通して、生産過程における
知識・技能を習得し、職業人として積極的に取り組む実
践的な態度を身に付けるためのコースです。本校高等部
で情報デザイン科に在籍していた場合はＡコース、新た
に専攻科から入学した場合はＢコースとなります。 

情報ビジネスコース 
情報や計算事務などの学習を通して、事務系の職

業における基本的知識・技能を習得し、職業人とし
て積極的に取り組む実践的な態度を身に付けるため
のコースです。 

 就職に向けて、もっと力をつけたいと思い専攻科に入学しま

した。授業では普通科目の学習の他に、本棚作成、学校の備品

の修繕や学校行事での手伝いなどをしています。高等部では寄

宿舎で生活していましたが、専攻科に入学し、自宅から通学す

るようになりました。朝早い電車で通学するのは大変ですが、

頑張っています。今年は３回実習に行く予定です。学校よりも

実習のほうが大変だと毎回感じます。就職に向けて、コミュニ

ケーション力をもっとつけたいです。 



発行内容、お問い合わせについて 
進路指導部報「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしてい

きます。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧ください。 

（ホームページＵＲＬ：http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、担任、進路指導部員にお

話しください 

専攻科Ｑ＆Ａ 

Ｑ．どんな授業がありますか？ 

Ａ．実技を中心とした、働く力を高めるための専門科目の授業が数多くあります。その他、国語や数

学、体育等の普通科目もあります。社会、理科、外国語は選択科目となります。 

Ｑ．寄宿舎に入舎することはできますか？ 

Ａ．できます。  

Ｑ．制服はありますか？ 

Ａ．ありません。学校生活に適した、節度ある服装であれば、好きな物を着て構いません。 

Ｑ．部活動に入ることはできますか？ 

Ａ．できます。大会等に出場することもできます。陸上部、卓球部、美術部があります。 

Ｑ．入学金・授業料はかかりますか？ 

Ａ．かかりません。 

 

先輩近況コーナー 
＜昨年度高等部を卒業した内山健太さんに、現在の仕事や生活について伺いました＞ 

Ｑ．現在の勤務先は？ 
Ａ．ニプロ株式会社大館工場の製薬課です。 

Ｑ．仕事の内容は？ 

Ａ．薬のキャップを閉める機械にキャップをセットしたり、検体抽出液という薬品をタンクにいれた

りしています。 

Ｑ．会社からどんなサポートを受けていますか？ 
Ａ．分かりにくい時は個別に教えてくれたり、筆談をしてくれたりします。 

Ｑ．休みの日の過ごし方は？ 
Ａ．車でドライブをしたり、友達と一緒にゲームで遊んだりしています。 

Ｑ．仕事をしていて大変なことや、困ったことはありますか？ 
Ａ．コロナに関係なくマスクをしていて口話ができないので、聞き取りにくかったり、伝わりにくか

ったりします。筆談できないときは大変です。 

Ｑ．仕事をしていてよかったと思うことは？ 
Ａ．たくさんの人とコミュニケーションがとれるようになったり、病気の人の助けになるような製品

を作ることができたりすることにやりがいを感じます。給料をいただいて好きな物を買えるよう

になったのもよかったです。 

Ｑ．後輩のみなさんへメッセージをお願いします。 

Ａ．分からない時は、自分から積極的に質問することが大切です。他の人の仕事に影響が出たり、間

違えて製品を作ると不良品になったりして会社にも迷惑をかけてしまい、他の職場にもいろいろ

な影響を与えてしまうので大事だと思います。 


